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11月の学童児童数 

 
10 月末 

在籍数 

11 月 

新規人数 

11 月初日 

人数 

1 年生 11 ０ 11 

2 年生 1 ０ １ 

3 年生 ０ ０ ０ 

計 12 0 12 

 

☆１１月のおたのしみ☆ 

 
○みのむし製作 ○読み聞かせ 

○戸外活動 等 

 

    「 半年経って・・・」 

 さんこう児童クラブを開設して半年が経ちまし

た。時々訪れてみると、子ども達の成長ぶりに驚

かされてしまいます。学校では教科ごとの勉強が

段々と難しくなっているようで、クラブに帰って

宿題を済ませた後にようやく開放されている感が

見られます。支援員の先生方と話し合って取り組

む活動は、小学生にもなると集中力も長くなり、

できることも増え多彩になってきました。その中

でも、ハサミを器用に使って色紙や折り紙、画用

紙などを切って作品にしていく工程では、友達に

言葉で上手に説明ができるようになっています。 

 幼稚園・保育園時代の遊びで培った、好奇心や

探究心に理屈を根拠とした知恵が加わり、たくま

しさや独自性が出てきています。 

 

児童の様子 

 先日の運動会はいかがでしたか？子どもたちは「徒

競走で 1番になってうれしかった！」「玉入れがんばっ

たよ！」などたくさん感想を聞かせてくれ、思い出に

残る運動会になったようです♪   

さて、児童クラブでは、ハロウィンに向けての製作

に取り組みました(^^)今回はハサミを使って行う切り

紙です。先月のぬいぐるみ製作の時から手先を使う活

動に興味をもっていたのでこの活動を提案してみまし

た♪支援員が作った試作品を見て、目を輝かせ「ハロ

ウィンだ！たくさん作ってみたいな。」と、とても意欲

的に楽しそうに取り組み始めた子どもたち♪切るのが

得意な子は少し複雑な切り方を、少し苦手な子はカボ

チャなどの簡単な切り方から挑戦していきました。手

首を上手に動かし、曲線も丁寧に切る姿が見られ、子

どもたちの真剣な表情からは集中して取り組んでいる

様子がよく分かりました(*^-^*)出来上がった作品は

「ハロウィンの夜」をテーマに画用紙に自由に貼って

表現しています(^^) 

ぜひお家でも話を聞かれてみて下さい♪ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校法人永原学園 
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線が曲がっている

所が難しい・・・ 

蜘蛛の巣が

できた！ 

◇ 11月の目標 ◇ 

「上着を着たり脱いだりして自分で 

衣服の調節をする」 

 過ごしやすい季節になり、子どもたちは、思いっき

り戸外での活動を楽しんでいますが、朝や夕方と昼で

は寒暖差があります。また、戸外活動を楽しんで暑く

なったり、その後寒くなったりと子どもたちの中でも

感じ方はそれぞれです。そこでさらに気温が下がって

くる 11 月の目標として自分で衣服の調節ができるよ

うに関わっていきたいと思います。 

私はジャックオ―

ランタンができた

よ☆ 

こうもりが 

できた～！ 



 

 

西九州大学・短期大学部寄稿文 

 

 

 
 

 

 

「大きな栗の木の下で」 

子ども学部心理カウンセリング学科 学科長 岡嶋 一郎 

 

♪大きな栗の木の下で あなたとわたし 仲よく遊びましょう 大きな栗の木の下で 

 

 これは、みんな大好きな「大きな栗の木の下で」の一番の歌詞です。もとはイギリス民謡

で、アメリカのボーイスカウトなどで子どもの手遊び歌として歌われ、日本では、戦後に

NHKの番組で身振りをつけて歌われたことで広まったとされています。 

 さて、「あなたとわたし」の部分、皆さんはどのような振り付けをしますか？私の中に染

み付いているのは、「あなた」で人差し指を使って前方を指し、「わたし」でその人差し指を

自分の鼻に向けるというものです。しかし最近、インターネットでこの歌の動画を見たとこ

ろ、「あなた」のところでモデルの人が手のひら全体を使って前方を指していたので、とて

も驚きました。別の動画も見てみましたが、やはり手のひらで指していました。 

私は来月、心理カウンセリングの国際学会で、スピーチ中に見られる身振りの誤解につい

て話題提供することになっているため、今、日本人の身振りが国際的にどうみられるのかに

ついて調べています。その中に、「アメリカでは人差し指で人をさすのはとても失礼で、相

手を不快にさせる」とありました。日本の中でもこの考えが浸透して、歌の振り付けの変更

に至ったのかなと推察しますが、実は、アメリカでは「わたし」の指し方も違っていて、手

のひらを胸にあてたり、親指だけを立てて自分の胸をさしたりします。そして、日本人の行

う、鼻を指さす動作は、アメリカでは文字通り「鼻を指さす」意味にしかならないそうです。 

先のインターネット動画では２つとも昔と変わらず、「わたし」のところで鼻が指されて

いました。ですので、もしかしたら将来のわが国の大人たちは、相手のことは手のひらで指

すことが多くなるとしても、自分のことは相変わらず指で鼻をさし続けるかもしれません。 

手遊びとともに歌を歌うことは、自分や外界、コミュニケーションに関する言葉や身振り

を身につけることにとても有効にはたらきます。ただ、身振りの国際的な違いにも着目して、

世の中には同じ意味でもいろんな表現の仕方があることが学べると、もっと楽しくなるか

もしれませんね。 


